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第1章緒

 唾液に関する研究は極めて多くヒれが細胞

学的，酵・素化学的及び細菌冤疫学的研究に至：

つては枚挙に蓬がない．唾液PHに関しては

Zambrh1L渡辺，豊島，山本，黒沢，岡本，本

告等多くの諸学者により検索されているが，抜：

歯による唾液PHの変動に関する研究は殆ん

どない．抑々唾液の分泌機能は自律祠i経によっ

て支配されて，唾液：それ自身は血液を材料とし

て：作られたものである．而して抜歯が自律門経

言

に対して，直接聞接に変調的に作用するととは

容易に考慮：し得る所である．而も血中酸塩基亭

衡が自律祠軽系統機能と密接な関係がある以

上，抜歯が唾液PH：に変動を來すであろうt

とは想像するに鄭iくない．余等は乳歯抜去によ

る唾液PHの変動に関する研究を試み本研究

がヒの方面における分野において些か寄与する

tとが幽來れば幸甚であると信じこt．にヒれ轡

報告し諸賢の御批判を仰ぐ次第である．

第2牽 実 験方 法

 1．被二二

 丁丁の身体健常と二丁される乳歯要抜去者男性15

名，女性15名合計30名を選んでこれにあてた．（置去

歯房の状態は臨蝕4度，骨植中等度にして，扱歯爾式

は1％中性塩酸「プロカイン」1人李均0・2cc使用し

浸潤麻酪の下に行った．械歯の際唾液？Hの誤差を

少なからしめるため前後処置には他の四物を使用しな

かった．）

 2．PH測定時間

 唾液：PH測定には，二二前（正常時），麻醇後（扱

歯直前），扱歯直後，同15分後，同30分後，同1時間

後，同24時聞後，の7回測定した，なお測定開始は午

前11時に測定し観食その他による唾液PHの誤差を

少なからしめた．

 3．PH測定法

 ：PH指示藥として東洋水素イオン濃度試験紙混合指
                      2
示藥（C・R・，B・T・：B・，：B・C・P・， M・R・，）を約5mm

の小片として使用した．検査部位は顎下・舌下両唾液

腺排泄孔，耳下腺孔及び堀上の各唾液について測定を

行い，測定時には正確を期するためロ腔を清水で含嚇

し清掃した後自然に流出する最初のものを嚥’下して後

測定することとして，夫kPH試験紙を直接浸漬し

標準変色表と比色して測定し唾液浸漬時間は約3秒

で，浸漬後10秒以内に比色完了することとした．

            第3章麻酔藥による唾液PHの動揺について

 乳歯抜去が唾液PHに如何なる影響を及ぼ  i藥による唾液1，Hの変動範囲を知る必要があ

すかを検するに先立って，抜歯時において：麻醇  ろうと思われる．よって余等はこれが動揺度に
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ついて検i索を試みた．

    第1節麻醇藥における動揺

 材料は兇：童の身体健常なる男性5名，女性5

名合計10名を以て，（引回藥の注射時に口内へ

の漏洩等による唾液PHの変動を考慮：して1

％の申性塩：酸「プロカイン」を1人卒均O．2cc

の少量を使用して，右測下顎第2乳臼歯の頬財

部に浸潤麻醇を行った。）麻醇前（正常時），庶

醇直後，同15分後，同30分後，同1時聞後，同

24時間後の6回に亘って唾液PHを測定した．

その成績は第1表に示した通りである．その雫

均値，第2表及び第3表の通りである．なお総

括平均値は第4表及び第1図の通りで，以上こ

れらによると麻醇i藥によ：り唾液P：H値は月面晒享

第1表 麻醇藥による唾液PHの変動
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直後に於いて，極く僅かに酸性側に移行し，15  下腺，’舌下・顎下腺，．舌上混合，各唾液PH値

分後には殆んど恢復の傾向が見られだ．即ち耳  の動揺度は極めて軽微：である．

           第2表麻醇藥による唾液P：Hの平均値（男性）

 測定区分

・麻酵前（正常時）

i麻醇直 後
［15 分  後

130分 後
 1 時 間 後

 24時 間 後

耳下腺唾液

5．％

5．88

5．96

5．90

5．96

6．00

舌下・顎下腺唾液

（100％） i 6．52

（ 98e／e） 1 6．36

（1000／o） i 6．52

1、器舞；陪：篶

（loee／，）［ 6．s2

IrT’

l

l麻
 1

 3

 1

舌上混合唾液

    第3表麻醇藥による唾液PHの召出値

        耳許磁舌下．野樋痢測定区分

二三前（正常時）

  酵 直 後

 5分  後
 0 分  後

  時 間 後

24時 間 後

（IOOe／，） 1 6．72

（ 970／o） 1 6．56

（10e91a） 1 6．56

（looo／e） 1 6．64

（laOO／，） 1 6．64

（looo／．） 1 6，6s

    （女性）

（1000／o）

（ 970／a）

（ gse／o）

（ gge／o）

（100e／e）

（looe／．）

（iooe／a） 1

（ 97 91o ） 1

（ g7e／e） t

（ 980／a）

（ 980／o）

（ 990／o） 1／

．．一．一1

5．88

5．68

5．76

5．74

5．zz

5．88

（ g6e／．）

（ gse／．）

（ 970／o）

（1000／o）

（leoe／e）

1i999（o）1 6．36

6．20

6．28

6．32

6．36

6．36

誌上混合唾液

6．76 1 （leOe／o）

6・64 1 （ 980／o）

6．68 1 （ 98％）

6．76 1 （leOe／e）

6．76 1 （1000／，）

6．76 1 （ICO％）

第4表 麻醇藥による唾液PHの総括卒均値

測定区分

麻醇前（正常時）

麻 酵 直 後

15 分  後

3 0 分  後

1 時 間 後

24時 間 後

耳下腺唾液

5．92 1 （1000／，）

5．78 i （ 97e／e）

5・86 1 （ 990／o）

5．82 1 （ 98e／e）

s・g2 1 （ioob／，i

5・94 1 （100e／e）

舌下。顎下腺唾液

6．44 i （looo／e）

6．28 ［ 〈 97e／，）

6．40 r （ 99％，）

6・44 （1000／e）

6．46 i （10Ce／e）

6．44 i （looo／o）

舌上混合唾液

6．74 1 （leoa／e）

6．60 1 （ 980／，）

6・62 1 （ 980／e）

6．70 1 （ 990／，）

6．70 1 （ gge／o）

6・72 1 （ 99e／e）

第1図副耳藥による唾液PHの総括李均値
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第4章実験成績
 第5表に示しお写りであるが，その準均値，

第6表及び第7表について見ると唾液変動の成

績は次の通りである．

    第1節 耳下腺唾液のPH値

 麻戸前（正常時）唾液PH男性5．95，女性

6．53で抜歯後僅かに酸性側移行傾向を示し，

第5表乳歯抜去による唾液建Hの変動
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    第6表

測 定 区 分

麻酪前（正常時）

麻三十（扱歯直前）

抜 歯 直： 後

1 5 分  後

3 0 分  後

1 時 聞 後

24 時 間 後

乳歯抜去による唾液：PHの築均値

耳下腺唾液

5．95

5．86

5．86

5．57

5．50

5．56

5．92

（100％）

（980／o）

（98％）

（930／e）

（g2e／o）

（939／o）

（99e／6）

台下・顎下腺唾液

6．75

6．49

6．48

6．34

6．14

6．15

6．64

（looo／e）

（960／o）

〈960／o）

（930／6）

（gle／o）

（910／o）

（gse／，）

（男面）

 舌上混合唾液 i

6．80i（100％）・
7・・6i（1・3％）1

6．64 1  （97％） ；
              
6．46  i  （95％） 1

・6．41    （94％）

6．53    （96％）l

        I6．73    （99％）

    第7表

測 定 区 分

一酵前（正常時）

麻酵後（抜歯直前）

扱 歯 直

1 5 分

3 0 分
1 時 簡
2 4 時 間

後

後

後

後

後

乳歯按去による唾液PHの平均値 （女性）

耳下腺唾液
ets3 1 （199，Le）

    （g2e／．）6．01

5．74

5．69

5．54

5．65

6．01

（88％e）

（870／o）

（850／o）

（86 90 ）

（g2e／，）

抜歯後30分で最低値，男性550，女性5．5斗を

示し，1時聞後には漸次恢復の傾向が見られ24

時聞後には元に回復を認める．即ち女性は男性

よりも減少i率が大である．

舌下・顎下腺唾液

6．78

6．57

6．49

6．38

6．26

6．36

6．69

（100％e）

（97e／o）

（gse／．）

（g4e／o）

（920／o）

（939／o）

（98e／e）

目上混合唾液

6．97

6．47

6．61

6．54

6．57

6．70

6．82

（looo／．）

灘｝
（g3e／o）

（949／o）

（960／o）

（98a／e）

第2節舌下・顎下腺唾液のPH値
 麻醇前（正常時）唾液PH男性6．75，女性

6．78で按歯後僅かに酸性側移行傾向を示し，

抜：歯後30分で最：低値，男性6．14，女性6．26を

［ 6 ］
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示し，1時閻後には漸次恢復の傾向が見られ24

時間後で元に回復を認める．即ち男性は女性よ

りも減少率が大である．

   第3節 築上混合唾液のPH値

 麻醇前（正常時）唾液PH男性6．80，女性

6．97で抜歯後僅かに酸性側移行傾向を示し，

抜歯後30分で最低値，男性6．41，女性6．57を

示し，1時聞後には漸次恢復の傾向が見られ24

時事後で元に回復：を認める，即ち男女共減少傘

に同檬である．

第5章総括並びに考按

 唾液：ID正常PHに関する文献を見ると緒方

等は唾液PHは5．2～7．6の：範囲内にて健康

者に二＊o－Vbては1）H 6．4～7．4力弐最も多駈へ～二とを

明らかにした．叉酒井は年齢少なるもの程醐生

度高いと報じている．今余等の検した見童の正

常時の唾液PH値と岡本等の蛍池の正常時の

唾液PH値の比較は第8表の通りで，余等の

成績は酸性度高く先人報告者に一致する所であ

る．

第8表正常時における唾液PHの比較

               1
区 分高禄ヲ竪田

耳下腺唾液1 6．32
舌一下．顎下腺唾t夜 i    6、83

舌上混合唾：液； 6．96
       」

著 者1
（児童）

6．e8

6．60

6．81

唾液PHの変動機転に関する文献は極めて

多く当敏室においても数年來温泉浴の体液変動

と密接な関係にある唾液PH変動を取1）上げ

ている．岡本等及び本告は温浴による唾液PH

の変動を検した所軽度の酸性側移行を認めたと

報じている．一方渡辺，豊島，岩井等は急激な

蓮動により唾液：PHは禾賑酸性に傾くと発表

し，渡辺，豊島，山本，黒沢等は唾液PHと

血液予備アルカリとは密接な関係があると述

べ，種村は食前においてPH 6．5～6．9の範囲

のものが食後は殆んどすべてアルカリ側に移動

するが，比較的短時間で食前の値を示すに至る

と報じている．余等は乳歯抜去による唾液PH

事例の変動は前章の通りであるが，今それらの

2ド均値を求めて，麻翻心（正常時）の値を100

とするtFi分率及び図を以て示すと第9表及び第

2図の通りである．

     第9表

測定区分 耳下腺唾液
蝋画前（正常時） 1624  （100％）

麻醇後（械歯直前）

扱 歯 直 後

1 5 分  後

3 0 分  後

’4鴇霧

乳歯抜去による唾液PHの総括挙均値

5．93 1 （950／o）

5・81 1 （93 9（e ）

5・63 i （900／，）

5．52 1 （sse／o）

1：劉鵬

舌下・顎下腺唾液   雷上混合唾液

6．53

6．48

6．36

6．21

6．40

6．66 1

  ±一

6功|陰：男
    （950／，）］ 6．63

（g4e／o）

（91e／e）

（94 ％e ）

（98e／e）

 扱て唾液は三大唾液腺がそのμ斗所の相異する

所より集成も亦同じではない．即ち早均値より

見ると乳歯抜去により唾液：PH値は抜歯後30

分において最も減少即ち酸性側に移行し，1時

間後には漸次恢復の傾向が見られた．耳下腺唾

6．51

6．49

6．6工

6．77

（ICO e／e） ：

（gse／o） i

蹴
（94％〕ト

（96 ％） 1

（gse／，） 1／

液PH無罪：も減少しその減少率は抜歯30分後

12％を示す．舌下・顎下腺唾液PH値～妊れにつ

ぎ舌上混合唾液PH値最：も少なく，夫々9％，

6％である．余齢は乳歯抜去が唾液PHに如

何なる影響を及ぼすかを検するに先立って麻醇

（ 7 ）
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第2図 乳歯抜去による唾液PHの総括平均値
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藥による唾液PHの動揺について第3章にお

いて詳細に述べた通り，動揺度は極めて軽微で

あった．而して乳歯抜：去時において：の唾液PH

の変動は麻醇藥の影響ではなく抜歯そのものに

よるものと考える．即ち抜歯の多少とはいえ肉

体的，精祠1的なる刺戟が自律祠軽に対して，直

接聞接に変調的な作用を及ぼす結果であろうと

思われる．以上乳歯抜去による刺戟の血液酸塩

基雫衡に及ぼす影響が最：も重大なる関係を有す

るものと考えられるが，ヒの問題に関しては今

後更に検討したいと考えてbる．

第6章 結

 乳歯抜去により，耳下腺唾液，舌下・顎下両

腺混合唾液のPH値は軽度ながら酸性側移行

傾向を示した．而して抜歯1時間後より漸次抜

歯前に復する傾向を示すととを見出した．一方

論

舌上混合唾液PH値は殆んど著差を認めなか
った．

 稿を終るに臨み御懇篤なる御指導，御校閲を賜わり

ました恩師牛松教授に対し深甚なる謝意を表します．
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